2010年「ピープルトゥピープル学生大使」 長崎平和交流プログラムについて

　　　　　　　　　　　　

「ピープルトゥピープル学生大使」事業（別紙）により毎年数百名のアメリカ人高校生が「二度と繰り返してはならない悲劇」について学ぶために長崎を訪れています。その思いに共感する長崎の若者有志により、「日米の若者が世界平和について語り合う機会」を下記の通り設けますので興味のある若者の皆さんはお気軽に参加・お問い合わせください。

日時：　　①　6月26日（土） 9:30 ～ 15:00 頃

②　7月10日（土） 9:30 ～ 15:00 頃

③　7月18日（日） 9:30 ～ 15:00 頃

場所：　  国立長崎平和追悼祈念館（原爆資料館隣） 地下ラウンジ

【第一部】 9:00　学生大使団 原爆資料館を見学（日本人参加者はオリエンテーション）

 　　　　 10:00　平和追悼祈念館地下ラウンジにて、日米学生に向けた被爆者による講話

 　　　　 11:00　日米学生による原爆および今後の平和構築に向けての意見交換会

＊ 原則日本語（通訳付）。言葉の壁を超えた深い意見交換が目的です。

【第二部】12:00  学生大使団、近隣の昼食会場へ移動、昼食

＊ 日本人参加者は各自で昼食

  13:30  原爆資料館にて日米若者再合流、爆心地公園を散策・自由交流

· アメリカの若者が被爆地を肌で感じるのを手伝ってあげて下さい。

· 打ち解けた後の雰囲気の中、自分の言葉で交流してみて下さい！

 　　　　 15:00　プログラムまとめ、解散

参加対象：　外国の若者たちと語り合ってみたい長崎の高校生・大学生・若手社会人

　　　　　このような活動・仕事（平和・国際・ソーシャル分野）に興味を持つ方

運営および問い合わせ先：


　教育団体：「小さな世界学校」（ピープルトゥピープル学生大使 現地事務局）

　　　　　　代表 小関 哲 または 佃優子（長崎平和プログラム担当）

            peace-nagasaki@nagasaki-islands.org / www.nagasaki-islands.org
＊このお誘いは、「長崎の若者に良き出会い・学びの場を」と願う「小さな世界学校」及び長崎の賛同者有志の思いにより、PTP学生大使プログラムの一環として提供されています。

